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授業参加態度
遅刻欠席等なく授業に出席し、班別の実習や討議に積極的に参加し、自身の意見を述
べること。授業中の居眠りや不必要なおしゃべり、携帯電話の使用、実習時の身支度
や衛生状態が不完全である場合は減点となる。

「授業への参加態度」に準ずる。飲食物の教室への持ち込みや携帯電話の使用は不可とする。上記の教科書、参考書及び計算
機を毎回使用するので必ず持参すること。

発表内容（態度含む）

その他
栄養価計算および各種調査記録と分析課題を計10回課す。S（4点）は正確に栄養価計
算がなされ、記録や分析内容がしっかりとしており、課題の要件を十分に満たしてい
る。（詳細はガイダンス時に説明する。）

教科書：「改訂 栄養教育・栄養指導演習」「五訂食品成分表」 「調理のためのベーシックデータ」 女子栄養大学出版部

教科書と参考図書

計2回のレポートを課す。S（10点）は詳細に課題を探求し、内容構成もしっかりして
おり、課題の要件を十分に満たしている。（詳細はガイダンス時に説明する。）

第15回目  学期末試験、実習のまとめ

第10回目 
食事記録の分析（５）食事バランスガイドによる分析、食知識、食態度、食行動、食環境の分析　　*課題8：食
事バランスガイドによる分析、食習慣調査（提出は今回の授業終了後）

第8回目 
食事記録の分析（３）栄養素摂取量、栄養比率による分析　　*課題6：栄養素摂取量の診断（充足率）、栄養比
率の検討（提出は第9回目の授業日）

第9回目 
食事記録の分析（４）六つの基礎食品群摂取量および食品数による分析　　*課題7：六つの基礎食品群別摂取量
および食品数、六つの基礎食品群別摂取量の診断（充足率）（提出は第10回目の授業日）

評価の領域 評価の基準

第11回目 
生活状況および栄養状況の評価と改善計画の作成　　*レポート１：栄養摂取に関する改善計画、生活活動に関
する改善計画（提出は今回の授業終了後）

第12回目 
食事・献立作成計画（１）食品構成表の意義と必要性、食品構成表を使用した献立作成計画　　*課題9：食事・
献立作成計画書（提出は第13回目の授業日）

第13回目 
食事・献立作成計画（２）　栄養指導ソフトを使用した献立作成、ソフトの使用方法、食事記録の分析、栄養指
導の実施　　*食事摂取量結果表及び考察レポート2（提出は第14回目の授業日）

第14回目 
食事・献立作成計画（３）栄養指導ソフトを利用した献立作成、栄養価計算の実施　　*課題10：食事栄養素集
計表、栄養素充足率、食品群充足率（提出は第15回目の授業日）

第7回目  食事記録の分析（２）個人別食物摂取量調査の栄養価計算②

成績評価の方法と基準

履修上の心得・ルール

レポート

調査報告書

小テスト

中間・学期末試験 正確に栄養価計算がなされ、データの分析方法が適切であるものとする。
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授業中に指示します

月曜日・1,2時限、3,4時限

第6回目 
食事記録の分析（１）個人別食物摂取量調査の栄養価計算①　　*課題5：個人別食物摂取状況調査（提出は第７
回目の授業日）

第4回目 
食事摂取基準の意義と使い方、対象別食事摂取基準の算出方法　　*課題3：個人の食事摂取基準の算出（提出は
今回の授業終了後）

第5回目 
生活時間調査の分析　　*課題4：１日の生活時間調査記録票、1日の生活時間調査結果の検討（提出は今回の授
業終了後）

第2回目 
 栄養教育・指導に必要な情報収集のための測定・記録について、実施の目的と方法、食品の常用量の確認と食
品分解方法　　*課題1：食事および行動記録日誌（提出は第6回目の授業日）

第3回目  身体計測と体格指数の算出と評価　　*課題2：身体計測と体格指数の算出（提出は今回の授業終了後）

①個人の食事摂取基準の算出、食品成分表の基本的な取り扱い、栄養価計算の基礎について習得し、栄養指導等に応用するこ
とができるようにする。
②栄養教育のためのアセスメント実施の目的、内容、方法について理解し、実践することができるようにする。
③自身の食事、生活、身体面の現状を把握し、問題点を理解し、関心を持ち、積極的に食生活を改善しようとする意欲を高
め、より良い食生活を実践できるように行動と態度を変容させ、習慣化することができるようにする。

授業の方法

①栄養指導を行う際に必要とされる基本的な処理能力を身につけ、栄養指導の実践に応用することができる。
②栄養教育の目標を確実に達成するための情報収集や問題の検出、指導計画の作成ができ、対象者の行動変容を促すことがで
きる。
③栄養士として自身の食生活改善、健康維持・増進へ向けた望ましい意識や考え方を持ち、実践することができる。

第1回目  ガイダンス 、食品成分表の見方、使い方 : 活用上の留意点、廃棄率、食塩相当量

授業の形態 授業の性格

実験実習

栄養指導論

森田悠子

栄養指導実習Ⅰ

Exercise in Nutrition Education Ⅰ
1年 後期

オフィスアワー

科目名
開講年次 開講学期 曜日・時限

Subject　Name

学習の成果

授業のスケジュールと内容

栄養士資格取得に必要な科目

担当者に関する情報

（栄養士資格必修）

授業の概要

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講することが望まれる科目

栄養指導論等の理論を基礎として、①栄養教育に必要な基礎知識の習得、②栄養教育のために必要な各種調査の実施、分析、
③栄養教育計画作成の方法の検討、④栄養教育に必要なツールの活用を主たる授業内容とし、栄養士としての栄養教育の技法
の習得と自主的で積極的な実践力を養成する。

個人による演習形式を主とする。各項目について、実施の意義と目的、方法等についての講義および例題演習を行った後、各
自が栄養計算や調査の実施し、分析、評価を進め、栄養教育計画を作成する。実習の内容に応じて、少人数の班を編成し、学
生同士でのディスカッション等を行う。また、コンピューターソフトを用いての演習も行い、栄養指導の実践的な技法の習得
を図る。

月～金曜日の9時から17時
（授業時間を除く）

氏名

授業の到達目標


